
36101 アパレル商品論 
Introduction to Apparel Items

⻑⾕川えり⼦ 専門 2 選択 1・2前期

アパレル業界の流通について、商品のながれをとらえ、動向を知る。また、 アパレル商品について、⾊、素材、かたち（デザイ
ン）の⾯から概要をとらえる。さらに、購⼊後の取り扱いについても洗浄⽅法について学び、製品の表⽰（サイズ、組成、原産
国）を学修する。着⽤している既製服について、問題点を⾒出し、課題解決する能⼒を⾝につける。ファッション分野の専門的
知識を修得し、⾐服の賢い選択、取り扱い（洗濯）などを⽇常⽣活の中で活⽤できるように実践的に学修する。

① アパレル商品の流通について、ながれと実状を解説する。 
② ⾊の基本から実際のアパレル商品の⾊の特徴について、配⾊カードによる実習を通
して学修する。 
③ アパレル商品の素材について、繊維から布地までをとらえ、使⽤特性を学修する。 
④ アパレル商品の取り扱いについて、家庭洗濯と商業洗濯の実際をとらえ、表⽰の内
容を解説する。

① ⽣産から消費者の⼿元に届く流通のながれを把握し、売り上げ動向を評価することができる。 
② ⾊の基本を捉え、対⽐効果、⾊彩⼼理、製品の染⾊⽅法と特徴を説明することができる。 
③ 素材について、繊維、糸、布地、副資材の概要を知り、それぞれの特性を述べることができる。 
④アパレル商品の取り扱い⽅法について、最適な洗浄、保管⽅法を知り、表⽰内容を説明することが
できる。

グループワークでは、積極的に役割を考えて取組み、能率良く作業を進める。毎時間、教員が提⽰した能⼒要素を
意識して、取り組む。試験では、授業のノートをしっかりまとめ上げ、積極的に取り組む。

⾊の対⽐効果演習、洗濯実習は、授業内容を⽇常⽣活の中で実践し、応⽤⼒を⾝に付ける。授業開始時に教
員が提⽰した能⼒要素を意識して受講する。
⽇常⽣活の中で⾐服着⽤時の使い⼼地に疑問を持ちながら、授業内容と照らし合わせる。    

⽇常⽣活の中で既成概念にとらわれず、様々な使⽤特性に疑問を持ちながら考え、今後の⾐⽣活のあり⽅について
積極的に考える。

グループワークでは、⾃分の意⾒を他のメンバーにわかりやすく伝える。             

教員の説明や他の学⽣の意⾒をしっかり聞き、⾃分の考えを述べる ＤＶＤ視聴では、⾃分の意⾒や感想を
まとめ上げる。

無断⽋席をせず、授業が円滑に進⾏するようにルールを守ることができる。          

テキスト：なし 教員作成の資料により進める 
参考⽂献：⾐⽣活の科学−⾐⽣活論−（建帛社） 

他科目との関連：ファッションビジネス論、ファッションコーディネート演習 
資格との関連：なし 

⽇常⽣活におけるアパレル製品に目を向けて、
実際の使⽤特性について考えよう。また、アパ
レル製品売り場にも⾜を運び、商品構成や商品
展開の現状をとらえよう。  

「ファッション販売検定」受験予定者は、本授業内容を
しっかり理解し、検定対策に活かしましょう。 
課題プリントはていねいにわかりやすくまとめましょう。
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筆記試験は、授業で解説した内容を中⼼に記述式で出題するの
で、毎回の授業を理解し、事後学習でしっかりまとめること。 
学習した内容は、⽇常⽣活の中で実践（⾐服の使⽤感、洗濯、
⾐服表⽰の確認など）し、応⽤⼒を⾝に付けておこう。 
試験結果は、試験後に解説し、フィードバックする。 
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授業で配布するプリント、課題をわかりやすくまとめること。  
                              
                              
                              
                              
                              
                          

（主体性）グループワークにおける取り組み姿勢、毎時間の振り返りシー
トを評価する。 
（実⾏⼒）授業で学んだ内容を⽇常⽣活の場⾯で応⽤し、その結果をまと
めたプリントの内容により評価する。 
（課題発⾒⼒）ユニバーサルファッションの課題では、問題点をとらえ、
⾃分の考えが記述されているか評価する。 
（創造⼒）授業で学んだ知識を活かして、今後の⾐⽣活のあり⽅につい
て、⾃分なりの意⾒が記述されているかを評価する。 
（発信⼒）わかりやすく考えをプリントにまとめて発⾔できているかを評
価する。 
（傾聴⼒）教員の話はしっかり聞き、板書やＰＰ提⽰以外にも⼤事な点は
ノートにまとめられているか、ＤＶＤ視聴の記録がしっかりまとめられて
いるかを評価する。 
（規律性）学習意欲⽋如をきたす⾏動をせず、ルールを守ることができ
る。 ⽋席した場合は、⽋席届を提出し、フォローレポート課題を⾏う。

Ａ：アパレル商品の種類とアイテムをとらえ、⾊、素
材、かたち、取り扱い⽅法を正しく理解し、アパレル現
場や⽇常⽣活の中で最適な使⽤提案ができる。 
Ｓ：上記に加え、グループワークは意欲的に取り組み、
積極的に意⾒を述べる姿勢が⾒られる。

Ｂ：アパレル商品の概要をとらえ、⾊、素材、か
たち、取り扱い⽅法を正しく説明できる。 
Ｃ：アパレル商品について、⾊、素材、かたち、
取り扱い⽅法について、基本事項のみ説明でき
る。



授業の進め⽅を説明する 
アパレル商品のながれを捉え
る。   
業界の流通について学修する。
             

講義、ＤＶＤ鑑賞 
ＤＶＤの内容をプリ
ントにまとめる。 
         
       

（予習）シラバスを
読み、授業内容を確
認する。 
（復習）アパレル商
品のながれを再度ま
とめる。 

再⽣繊維、半合成繊維、
合成繊維について、繊維
の形態や原料から特性が
説明できる。     
           
   

（予習）化学繊維が
使⽤されているアイ
テムを調べる。 
（復習）繊維と服の
特徴を検証し、まと
める。 

綿、⿇、⽑、絹につい
て、繊維の形態や原料か
らの特性が説明できる。
           
           
       

（予習）綿が使⽤され
ているアイテムを調べ
る。 
（復習）繊維と服の特
徴を検証し、プリント
にまとめる。    

アパレル製品の⾊の付け
⽅について、様々な染⾊
⽅法の違いを認識するこ
とができる。     
           
        

（予習）⼿持ちの服の
⾊の付け⽅を観察し、
プリントにまとめる。 
（復習）無地、柄物の
特徴を調べる。    

アパレル製品に及ぼす⾊
の配⾊効果について、⼼
理的側⾯からとらえ、説
明することができる。 
           
      

（予習）⾃宅のインテ
リアの⾊味を観察し、
プリントにまとめる。 
（復習）⾊の⼼理効果
について周りの⾊づか
いをまとめる。 

⾊の対⽐効果について、
⾒え⽅の特徴を理解し、
表現できる。     
           
           
     

（予習）病院の⼿術着
のカラーを調べる。 
（復習）本⽇着⽤のス
タイルから対⽐効果を
確認し、特徴をまとめ
る。 

⾊の名称と三属性につい
て、配⾊カードを使⽤し
て分類することができ
る。         
           
       

（予習）⼿持ちの服の
⾊の特徴を観察し、プ
リントにまとめる。 
（復習）⾝の回りの⾊
の使い⽅を観察し、プ
リントにまとめる。

実際の既製服について、
⾊、素材、表⽰などを調
べ、概要を述べることが
できる。    
  

（予習）調査予定の
アイテムを考えて準
備する。 
（復習）⼿持ちの服
についてアイテム毎
に枚数を調べる。 

100
 
 
 
 
 
 
 

傾聴⼒ 
創造⼒ 
 
 
 

既製服の実態説明（輸出⼊、⽣
産量、業界動向）と既製服の概
要調査 
準備−既製服（シャツ、スカー
ト、パンツ、ジャケット、靴下
の中から１〜２点） 

講義と演習（グループ
ワーク） 
ＰＰにより内容を解説
し、グループワークで
既成服の概要を調査
し、プリントにまとめ
る。提出後、点検し、
フィードバックする。

180
 
 
 
 
 
 
 

実⾏⼒ 
課題発
⾒⼒ 
発信⼒ 

アパレル製品のカラー① 
⾊の名称と三属性の基本事項に
ついて、配⾊カードを⽤いて学
修する。 
準備-配⾊カード、はさみ、の
り 

講義と演習（個⼈ワー
ク） 
ＰＰにより内容を解説
し、個⼈ワークで配⾊
カードをプリントにま
とめる。提出後、点検
し、フィードバックす
る。

180
 
 
 
 
 
 
 

主体性 
実⾏⼒ 
課題発
⾒⼒ 

アパレル製品のカラー② 
⾊の対⽐効果について、配⾊
カードでの実習を通して学修す
る。 
準備-配⾊カード、はさみ、の
り 

講義と演習（個⼈ワー
ク） 
ＰＰにより内容を解説
し、個⼈ワークで配⾊
カードをプリントにま
とめる。提出後、点検
し、フィードバックす
る。

180
 
 
 
 
 
 
 

主体性 
実⾏⼒ 
規律性 

アパレル製品のカラー③ 
⾊の配⾊効果と⼼理的効果につ
いて、配⾊カードとＰＰの解説
より学修する。 
準備-配⾊カード      
  

講義 
ＰＰにより内容を解
説する。実際に配⾊
カードと照らし合わ
せて、内容を理解す
る。  

180
 
 
 
 
 
 
 

傾聴⼒ 
課題発
⾒⼒ 
創造⼒ 

アパレル製品のカラー④ 
アパレル製品の⾊の付け⽅に
ついて、染料の種類、染⾊⽅
法を学修する。 
準備-はさみ、のり      

講義と演習（グループ
ワーク）  
ＰＰにより内容を解説
し、グループワークでテ
キスタイルを顕微鏡で観
察し、プリントにまとめ
る。提出後、点検し、
フィードバックする。

180
 
 
 
 
 
 
 

実⾏⼒ 
発信⼒
   
   

アパレル製品の素材① 
天然繊維（綿、⿇、⽑、絹）の
種類を知り、形態と特性を学修
する。           
              
     

講義とＤＶＤ視聴 
ＰＰにより内容を解
説する。ＤＶＤ鑑賞
を通して、繊維の概
要を理解する。  
     

180
 
 
 
 
 
 
 

主体性 
傾聴⼒ 
創造⼒ 

アパレル製品の素材② 
化学繊維（レーヨン、キュプ
ラ、トリアセテート、ナイロ
ン、ポリエステル、アクリル）
の種類を知り、形態と特性を学
修する。 

講義 
ＰＰにより内容を解
説する。プリントに
繊維の特徴をまと
め、提出する。 

180
 
 
 
 
 
 
 

主体性 
傾聴⼒ 
創造⼒ 

アパレル商品とその流通
のながれの概要が説明で
きる。        
           
           
      



アパレル製品素材③ 
糸の概要と布地の種類を学修す
る。布地の特徴については、厚
みの計測、テキスタイル分解演
習を⾏う。 
準備−はさみ、のり 

各種テキスタイルを分解
することにより、糸、布
地の構成や組織について
説明できる。     
           
     

（予習）ミシン糸の太
さと番⼿を確認し、プ
リントにまとめる。 
（復習）服地の観察を
⾏い、柄の種類をまと
める。 

講義と演習（グループ
ワーク） 
ＰＰにより内容を解説
し、グループワークで
試料を準備し、プリン
トにまとめる。提出
後、点検し、フィード
バックする。

副資材の概要をとらえ、
芯地と裏地について、⽤
途や使⽤目的を述べるこ
とができる。     
           
     

（予習）表地以外の
材料の種類をプリン
トにまとめる。 
（復習）裏地使⽤の
服を観察し、アイテ
ムを上げる。 

講義と演習 
ＰＰにより内容を解説
し、実際の試料を、プ
リントにまとめる。提
出後、点検し、フィー
ドバックする。   
    

アパレル製品の消費動向
を学び、今後の⾐⽣活の
あり⽅について考えるこ
とができる。     
           
       

（予習）環境に配慮
した⾐⽣活について
課題をまとめる。 
（復習）試験に向け
て、授業全般の内容
を確認し、ノートに
まとめる。 

アパレル製品に付けられ
ている法定表⽰について
学び、正しい⾐服の取り
扱いができる。    
           
       

（予習）既製服の表
⽰をプリントにまと
める。 
（復習）既製服の表
⽰と服の特徴を合わ
せて観察し、プリン
トにまとめる。

家庭洗濯における洗浄の
プロセスを学び、洗剤の
役割についてとらえ、洗
浄⽅法がわかる。 
 
 

（予習）⾃宅の洗濯
機の概要、洗剤を調
べる。 
（復習）⾃宅での洗
濯を実践する。 
 

⾐服に付着する汚れにつ
いて知り、洗浄⽅法（商
業洗濯、家庭洗濯）の違
いを上げることができ
る。         
      

（予習）⾐服に付着
する汚れをあげ、プ
リントにまとめる。 
（復習）クリーニン
グに出している服の
種類を調査する。 

アパレル製品のかたちに
ついて、性別、年齢別の
特徴を捉え、概要を説明
することができる。 
 

（予習）⼿持ちの服１
アイテムについて特徴
を調べる。 
（復習）授業で学修し
たデザインの服を探
し、特徴を調べる。 

180
 
 
 
 
 
 
 

主体性 
実⾏⼒ 
規律性 

アパレル製品の素材④ 
副資材の種類を知り、裏地と芯
地の使⽤目的を学修する。芯地
については、種類による硬化度
を検証する。 
準備−はさみ、のり 

180
 
 
 
 
 
 
 

実⾏⼒ 
主体性 
規律性 

アパレル製品のかたち 
性別、年齢別の特徴を実際のア
イテムから調査し、違いや商品
構成を学修する。      
              
              
          

講義と演習 
ＰＰにより内容を解
説し、プリントにま
とめる。提出後、点
検し、フィードバッ
クする。 

180
 
 
 
 
  
 

主体性 
傾聴⼒ 
 
 

アパレル製品の管理① 
⾐服の汚れをとらえ、商業洗
濯の実際を映像により学修す
る。           
 

講義とＤＶＤ視聴 
ＰＰにより内容を解
説する。ＤＶＤ鑑賞
を通して、実際のク
リーニング業務を理
解する。 

180
 
 
 
 
 
 
 

主体性 
傾聴⼒ 
   
  

アパレル製品の管理② 
家庭洗濯のながれをとらえ、
市販洗剤の種類を知る。洗剤
の働きについて学修する。 
             
        

講義と調査 
ＰＰにより内容を解説
する。洗剤の成分調査
を⾏い、プリントにま
とめる。提出後、点検
し、フィードバックす
る。 

180
 
 
 
 
 
 
 

主体性 
傾聴⼒ 
課題発
⾒⼒

アパレル製品の表⽰につい
て、取り扱い⽅法、サイズ表
⽰の内容について学修する。
             
            

講義 
ＰＰにより内容を解説
する。表⽰内容をプリ
ントにまとめる。提出
後、点検し、フィード
バックする。 

180
 
 
 
 
 
 
 

主体性 
傾聴⼒ 
発信⼒ 
 

アパレル製品の今後のあり⽅
について、グループ討議を⾏
い、発表する。      
             
           

講義とディスカッショ
ン、グループ発表 
環境に配慮した⾐⽣活
のあり⽅、ユニバーサ
ルデザインについて、
グループで討議し、発
表する。 

300 
 
 
 
 
 
 

主体性 
傾聴⼒ 
発信⼒ 
課題発
⾒⼒


